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例　　　言

１．本書は、市内遺跡詳細分布調査に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２．調査は、平成 25 年度に大館市内遺跡発掘調査事業（国・県補助）として、大館市教育委員

会郷土博物館の職員が実施した。調査と整理の体制は第１章に記した。

３．各調査の測量は、髙橋光大（大館郷土博物館臨時職員）が実施した。野外調査の写真撮影は

嶋影壮憲（大館郷土博物館主任）、髙橋が行った。室内での遺物撮影は、（株）ワールドプラン

社の協力を得た。

４．本書は、吉原智和（大館郷土博物館主査）の協力を得て、嶋影が執筆・編集した。

５．本報告書に使用した地形図は、秋田県教育委員会発行の『秋田県遺跡地図（北秋田地区版）』

及び大館市発行の「都市計画図１／ 2,500」である。

６．本調査で出土した遺物及び記録類は、大館市教育委員会郷土博物館で保管している。

凡　　　例

　１．本書遺構図等における各基準は、下記のとおりである。なお、その都度スケール・方位・

凡例等を示す。

　　（1）　略記号・縮尺

　　　　　製鉄炉跡・焼土　ＳＬ

　　　　　柱穴様ピット　　ＳＰ　1：40

　　（2）　標高単位

　　　　　�遺構図　単位　ｍ

　　　　�スクリーントーン

　　　　　�遺構平面図の焼土　　網目

　　（3）　図の方位

　　　　　�北は図面天方向に合致する。

　２．遺物写真図版の縮尺は、下記のとおりである。

　　　土器片・鉄関連遺物　１：３

　　　銭貨　　　　　　　　１：２
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第１章　事業実施の概要

１　調査の経緯

　大館市内には、現在 289 の埋蔵文化財包蔵地（遺跡）が確認されている。大館市教育委員会では、

平成 15 年度より文化財保存事業補助金交付を受け、市内の埋蔵文化財包蔵地の所在・確認調査

を実施してきた経緯がある。宅地造成等の開発や農業関係の開発など、将来的に市街地周辺の各

種開発行為が大いに予想される今日の状況に対応する必要があったためである。今年度も同様に、

市内各地で、宅地造成工事等の開発に伴う埋蔵文化財の事前調査を実施した。

　なお、平成 25 年度の野外調査は、６月４日より 12 月 25 日までの７ヵ月間で、５ヵ所につい

て実施した。調査を実施した地区の遺跡名、所在地、調査面積、調査期間等は表１に示すとおり

である。

２　調査要項

　(1)　調査体制

　　　�教 育 長　　高　橋　善　之　

　　　�教 育 次 長　　石　井　　　隆　

　　　�生涯学習課長　　保　坂　美保子

　　　�生涯学習係主査　滝　内　　　亨　（下川原地区調査担当）

　　　�郷土博物館長　　若　宮　　　司　

　　�　文化財保護係長　岸　　　匡　也

　　　�主　　　査　　　吉　原　智　和

　　　�主任（学芸員）　�嶋　影　壮　憲　（調査担当）

　　　�調査補助員　　　髙　橋　光　大　（２月 28 日まで）

　　　�

　(2)　調査期間

　　　�現地調査　自：平成 25 年６月４日　　　至：平成 25 年 12 月 25 日

　　　�整理作業　自：平成 25 年 12 月 26 日　　　至：平成 26 年３月 31 日

　　　�調査面積　　　377 ㎡

３　調査の方法

　

　今回の調査にあたり、調査の基本を 20 ｍ間隔の方眼とし、必要に応じ間隔を 10 ｍと設け実施

した。１試掘坑の基本を 1.5 ｍ角として設定し、一部２ｍ角に広げ、バックホーまたは人力で掘

開した。出土遺物は、各層位及び調査坑単位で取り上げた。
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第１章　事業実施の概要

表１　 詳細分布調査一覧

事業 登載番号
調査対象 調査面積
面積(㎡) (㎡)

調査期間

車庫改築 比内町扇田地区
3
比内町扇田字上大岱51-

67 2 6/4

4-49
農地集積加速化基
盤整備

芦田子字上岱地内芦田子上岱遺跡 10400 68

個人住宅建設

6/12～6/22

4-21 花岡城跡・神山遺跡 612.84 7
花岡町字神山131-1、
132-1

福祉施設建設

9/5

下川原地区 下川原字向野地内 12000 293

宅地造成

11/6～12/3

4-141 小館町遺跡隣接地 392.4小館町84-1 7 12/25

合計 377

遺跡（地区名） 調査地
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花岡城跡・神山遺跡花岡城跡・神山遺跡

芦田子上岱遺跡芦田子上岱遺跡

下川原地区下川原地区

小館町遺跡
　　隣接地
小館町遺跡
　　隣接地

比内町扇田地区比内町扇田地区

　　　図１　調査遺跡位置図 (1 ： 50000)

1000 1000 2000m0

Ｎ
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第２章　詳細分布調査

第２章　詳細分布調査

１　比内町扇田地区（車庫改築）

　(1)　調査地の位置と周辺の環境

　調査を実施した地区は、米代川とその支流である犀川に挟まれた台地の北西部に位置する。調

査区の南約 0.3 ｋｍのところには、縄文時代前期から平安時代までの遺物が出土する大岱遺跡が

分布する。さらに沢跡の対岸の台地南西側には、平安時代の袖ノ沢遺跡やその東隣には縄文時代

前期及び平安時代の包蔵地である横沢Ⅱ遺跡などが周辺遺跡として知られている。また、本地区

の北側約 0.5km に位置する本道端遺跡からは縄文時代中期の円筒上層式土器～大木 10 式並行期

の住居跡 23 軒を確認している。調査地内の標高は、海抜 80 ｍほどで、東から西へ緩やかに下る。

　(2)　層　　序

　盛土（砂利）70cm の下は黄褐色粘土層となっていた。

　(3)　概　　要

　調査区は現在機器置場として使用されているが、担当者の話では、過去の造成の際に黒色土は

ほとんど除去したとのことである。そのため、残念ながら黒色腐植土層および漸移層が残存して

いない状況であり、遺構・遺物の発見はなかった。

　以上の結果から、今回調査を実施した地区については、遺跡は存在しないと判断した。

調査状況調査地区近景

図版 1　調査状況



１　比内町扇田地区
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図２　調査地区と周辺の地形 (1 ： 2500)

調査範囲

0 200m100

Ｎ



─ ���─

第２章　詳細分布調査

２　芦田子上岱遺跡（農地集積加速化基盤整備事業）

　(1)　遺跡の位置と周辺の環境

　芦田子上岱遺跡は、昭和 63 年に確認された遺跡である。市内の遺跡は、米代川とその支流域

の付近の丘陵や台地上に所在するものが多く、本遺跡もその１例である。本遺跡は、面倉山より

端を発し長木川と合流する大茂内沢と、高森より発する長木川水系に挟まれた台地上、現在は二

つのため池がつくられている小さな沢沿いに存在する。遺跡はＪＲ大館駅の北東約 3.5km の距離

に拡がる。大茂内沢を挟んだ対岸には、縄文時代後期の諏訪台Ｄ遺跡や弥生時代前期及び平安時

代の集落跡である諏訪台遺跡などが周辺遺跡として知られている。

　遺跡内の標高は、海抜 95 ～ 100 ｍほどで、北東から南西へ緩やかに下る。

　(2)　�層　　序

　今回の調査にあたり、墓地東部をＡ区、中堤地区をＢ区とした。

Ⅰ層　表土・耕作土および盛土。Ａ・Ｂ区ともに東側で盛土を確認したが、ほかでは存在しない。

To-a　十和田 a降下火山灰。Ｂ区で一部確認した。

Ⅱ層　黒色～黒褐色の腐植土層。Ｂ区の標高の低い谷部近くで僅かに確認できただけである。既

黒に造成による削平が著しく、中堤の全面におよんでいたため、今回の調査区では大半が

消滅していた。

Ⅲ層　黒褐色～暗褐色土。Ⅱ層とⅣ層の漸移層である。Ⅱ層黒色土層があまり存在せず、削平が

本層まで深く及んでいることから、本層も薄く概ね５～ 20cm 程度しか残存していない。

Ⅳ層　暗褐色～黄褐色土層。基盤のローム。全調査区の基盤をなす層である。比較的砂質が強く、

粘性が幾分弱い。

　(3)　概　　要

　試掘坑内からは遺構は確認されず、遺物も鉄滓１点が出土したのみである。その他、試掘坑

11 の北西部、昨年度、鉄関連遺物を採集した付近から、鉄滓５点（図版４－１～４）を採集し、

製鉄炉跡とみられる遺構（ＳＬ１）を１基確認した。そのため、周辺を精査したところ、土坑な

どとみられる黒色土落ち込みを３ヵ所確認した。また、調査地内（Ｂ地区）から、縄文土器２点、

石器類７点、銭貨（寛永通宝）４枚（図６－１～４）が表面採集された。

　Ａ区は遺構・遺物が確認されず、遺跡のエリアに入るとは考えがたい。Ｂ区の東部は、以前水

田として使用されていたが、しばらく耕作されていなかったようで、ヨシが広がる雑種地的な感

じであった。そのため、全般的に薄い表土以下はⅣ層となっていた。Ｂ区の調査は、台地中央部

である南東水田側より開始した。以降、順次 20 ｍ間隔を基本として進行したが、製鉄関連遺物

が採集された周辺では、確認のため中間の 10 ｍ間隔で一部掘開した。前述のように、残念なが

ら遺物包含層であるⅡ層黒色腐植土層がほとんど残存せず、また、漸移層であるⅢ層も比較的薄

い状況であったことなどから、調査区内の層位からの遺物の出土はほとんどなかった。平成元年

の確認状況においては、縄文土器、土師器（点数は不明）との報告がなされている。
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図３　調査地区と周辺の地形 (1:2500)
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図４　調査位置図
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　今回の調査で、地表面より遺物は僅か 17 点ほど採集されている。縄文時代中期かと思われる

小破片２点、頁岩の剥片などである。また、遺構は製鉄炉跡１基、土坑などと思われる黒色土落

ち込み３ヵ所である。

　以上の結果から、今年度調査を実施した西側の地区（Ｂ地区）については、残念ながら既に耕

作のための水田をならすためや、堤の堰堤を造成するための掘削・削平等により消失してしまっ

たと考えられる。ただ、Ｂ地区調査区内中央を横断する谷部北側斜面には一部製鉄炉跡（ＳＬ 1）

などの遺構が僅かに残存していると判断されるため、ＳＬ１を包括する東西 25 ｍ、南北８ｍの

範囲を保護措置の必要な範囲と考える。措置の内容は発掘調査が妥当と思われる。

Scale 1:200

Scale 1:2

N

　図６　検出遺構図と出土遺物
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1 2 3 4

0 5cm

26
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範囲変更範囲変更

図７　調査結果図
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5調査状況

Ａ地区調査状況 2調査状況

Ｂ地区近景 Ｂ地区近景

3調査状況

7調査状況 8調査状況

図版２　調査状況(1)
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図版３　調査状況(2)
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図版４　調査状況(3)と出土遺物
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３　花岡城跡・神山遺跡（個人住宅建設）

　(1)　遺跡の位置と周辺の環境

　花岡城跡・神山遺跡は、昭和 53・55 年に秋田県が実施した中世城館遺跡群詳細分布調査で登

載された遺跡である。市内の遺跡は、米代川とその支流域の付近の丘陵や台地上に所在するもの

が多く、本遺跡もその１例である。本遺跡は、縫戸山より端を発し大森川と名を変える粕田川と、

袴腰山東部より発する花岡川の合流する地点の南西部に位置する広大な台地上に存在する。遺跡

はＪＲ大館駅の北約 3.5km の距離に拡がる。花岡川の上流域には中世城館である七ツ館跡や縄文

時代前期から中世までの遺物が確認されている十三森遺跡などが周辺遺跡として知られている。

また、南西側に位置する松峰遺跡からは須恵器、土師器、中世陶器を確認している。

　遺跡内の標高は、海抜 78 ～ 83 ｍほどで、台地内には幾筋かの浸食谷がある。

　(2)　層　　序

Ⅰ層　盛土。20 ～ 35cm。

Ⅱ層　黒色の腐植土層。試掘坑２で僅かに確認できただけである。既に造成による削平が著しく、

宅地の全面におよんでいたため、今回の調査地区ではほぼ消滅していた。

Ⅲ層　黄褐色土層。基盤のローム。全調査区の基盤をなす層である。比較的砂質が強く、粘性が

幾分弱い。

　(3)　概　　要

　試掘坑内から遺構は、試掘坑１から柱穴様ピット２基、試掘坑２から焼土が検出された。遺物

は柱穴様ピットから１点の土師器、焼土中から 11 点の焼成粘土塊を得た。なお、試掘坑周辺の

住宅地解体土中から３点の土師器片を得た。このうち、図９－１は土師器の底部片。また、調査

地周辺の畑より須恵器片３点、土師器片 40 点、中世陶器（珠洲焼）１点、近世・近代陶磁器片

17 点、石器片１点、鉄製品１点を採集した。

　調査区は、以前宅地として使用されていたため、残念ながら遺物包含層であるⅡ層黒色腐植土

層がほとんど残存せず、また、漸移層も残存していない状況であったことから、調査区内の層位

からの遺物の出土はなかった。

　以上の結果から、今回調査を実施した地区については、残念ながら既に宅地造成の土地をなら

すための掘削・削平等により消失してしまったと考えられるものの、遺構・遺物が僅かながら検

出されていることから保護措置が必要と考える。措置の内容は、工事立会等の軽微なものが妥当

と判断した。

　なお、平成 25 年９月 12 日～ 13 日に原因者の協力のもと、工事立会を実施した。立会の結果、

工事範囲内の北東部で土坑１基が確認されたが、遺物は確認できなかった。
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遺跡近景

1調査状況 2調査状況

調査状況

図版５　調査状況と出土遺物

3調査状況 出土遺物
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４　下川原地区（福祉施設建設）

　(1)　調査地の位置と周辺の環境

　調査を実施した地区は、八幡平より端を発し日本海へ流れる米代川と、竜ヶ森の北麓より発す

る引欠川に挟まれた段丘の南部で、引欠川へかつて合流していた河川跡沿いに位置する。調査区

の東約 0.7 ｋｍのところには、江戸時代のけら木森一里塚（大館市指定史跡）が知られている。

　調査地内の標高は、海抜 47 ｍほどで、北から南へ緩やかに段丘の側面を下る。

　(2)　層　　序

Ⅰ層　表土。平均 15 ～ 30 ㎝。

Ⅱ層　黒色の腐植土層。

Ⅲ層　暗褐色～褐色土。Ⅱ層とⅣ層・Ⅴ層の漸移層である。本層は薄く概ね５～ 20 ㎝程度しか

存在していない。

Ⅳ層　黄褐色の色調を示す土層である。標高が若干高い調査区北側の一部にしか存在しない。

Ⅴ層　褐色～黄褐色砂層。全調査区の基盤をなす層である。河川の氾濫に由来する砂層と考えら

れる。なお、ＡＤ－９区で、Ⅴ層を１ｍ下まで掘削して確認したが、褐色と黄褐色の砂層

が５～ 12 ㎝の厚さで互層状に堆積しており、13 層まで確認できた。さらに下に同様に続

くと思われる。

　(3)　概　　要

　調査区は、現在林地として利用されている。そのため、全般的に柔らかい締まりのない土であっ

た。ナタにより調査必要な範囲を枝払いし、表土より人力にて掘開した。調査は微高地である北

東側より人力にて掘開した。以降、順次緩斜面に沿いながら 10 ｍ間隔を基本として進行したが、

ある程度進んだ段階で、状況により出土の見込みが低いため 20 ｍ間隔で一部掘開した。調査区

内からの遺構・遺物の出土はなかった。

　以上の結果から、今回調査を実施した地区については、遺跡は存在しないと判断した。
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図10　調査地区と周辺の地形(1:2500)
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AC-10調査状況 AD-9調査状況

AF10調査状況 AJ10調査状況

AL10調査状況 AO10調査状況

図版６　調査状況（1）

調査地近景 調査状況
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図版７　調査状況（2）
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５　小館町遺跡隣接地（宅地造成）

　(1)　調査地の位置と周辺の環境

　小館町遺跡は、平成 13 年頃に確認された遺跡である。市内の遺跡は、米代川とその支流域の

付近の丘陵や台地上に所在するものが多く、本遺跡もその１例である。本遺跡は、八幡平より端

を発し日本海へ流れる米代川と、黒森より発する長木川に挟まれた大館段丘の南部で、段丘南縁

を並行して流れる小さな沢沿いに存在する。遺跡は JR 東大館駅の南約 0.4km の距離に拡がり、

南側には、沢跡の南岸に、平安時代の土師器ならびに中世の空堀が確認されている小館花館跡が

隣接する。また、西側約 0.6 ㎞に位置する中神明町遺跡が周辺遺跡として知られている。

　遺跡内の標高は、海抜 61 ｍほどで、ほぼ平坦である。なお、南神明町との間に存在していた

沢跡は近代に埋め立てられ宅地として使用されている。今回の調査地はこの埋立地に面した遺跡

から北西側約 0.1km の地点である。

　(2)　層　　序

Ⅰ層　表土及び盛土。調査地全体で盛土を確認した。

Ⅱ層　黒色の腐植土層。南東で僅かに確認できただけである。既に造成による削平が著しく、宅

地の全面に及んでいたため、今回の調査区では大半が消滅していた。

Ⅲ層　黒褐色土。Ⅱ層とⅣ層の漸移層である。Ⅱ層黒色土層があまり存在せず、削平が本層まで

深く及んでいることから、本層も薄く概ね 10cm 程度しか残存していない。

Ⅳ層　にぶい黄褐色土層。基盤のローム。全調査区の基盤をなす層である。北部では比較的砂質

が強く、粘性が幾分弱い。

　(3)　概　　要

　調査区は、以前宅地として使用されていたが、解体されて更地となっていた。そのため、全体

的に撹乱された土であった。表土より人力にて掘開した。前述のように、Ⅱ層黒色腐植土層がほ

とんど残存せず、またⅢ層も比較的薄い状況であった。調査区内から遺物は出土しなかった。

　以上の結果から、今年度調査を実施した地区については、遺跡のエリアに入るとは考えがたい。
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調査状況 1調査状況

2調査状況 3調査状況

図版８　調査状況

図 13　調査位置図
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大 館 市 遺 跡 一 覧

●�本表は、秋田県遺跡台帳を基に作成したものである。

●�遺跡番号は、付図（大館市遺跡地図）の番号と合致する。

●�掲載した遺跡は、平成 26 年３月 31 日現在で大館地域が 169 遺跡、比内地域が 53 遺跡、田代

地域が 67 遺跡の計 289 遺跡である。
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名称 ﾌﾘｶﾞﾅ 所在地 時代 種別

4-  1 長走遺跡 ﾅｶﾞﾊﾞｼﾘｲｾｷ 長走字長走 縄文(中)､平安 散布地

4- 長走関所跡 2 ﾅｶﾞﾊﾞｼﾘｾｷｼｮｱﾄ 長走字長走 近世 その他(関所跡)

4- 松原小立遺跡 3 ﾏﾂﾊﾞﾗｺﾀﾞﾁｲｾｷ 白沢字松原 縄文 散布地

4- 矢立廃寺跡 4 ﾔﾀﾃﾊｲｼﾞｱﾄ 白沢字松原 縄文(前･中･後)､平安 散布地､社寺跡

4- 大館野遺跡 5 ｵｵﾀﾞﾃﾉｲｾｷ 白沢字白沢 縄文(中)､弥生､平安､中世､近世 集落跡

4-  6 中羽立遺跡 ﾅｶﾊﾀﾞﾁｲｾｷ 粕田字道ノ上 縄文(中･後･晩) 集落跡

4-  7 両堤遺跡 ﾘｮｳﾂﾞﾂﾐｲｾｷ 粕田字両堤 平安 散布地

4- 粕田遺跡 8 ｶｽﾀﾞｲｾｷ 花岡町字大森上岱 弥生､平安､中世 集落跡

4-  9 白沢古館跡 ｼﾗｻﾜﾌﾙﾀﾞﾃｱﾄ 白沢字白沢 平安､中世 城館跡

釈迦池遺跡4- 10 ｼｬｶｲｹｲｾｷ 商人留字大沢口､白沢字白沢 縄文(早･前･中･後･晩)､弥生 集落跡

橋桁遺跡4- 11 ﾊｼｹﾞﾀｲｾｷ 橋桁字橋桁 縄文(後･晩) 散布地

福館跡4- 12 ﾌｸﾀﾞﾃｱﾄ 釈迦内字福館 平安､中世 城館跡

4- 13 福館橋桁野遺跡 ﾌｸﾀﾞﾃﾊｼｹﾞﾀﾉｲｾｷ 釈迦内字福館､橋桁字橋桁野 縄文(前･中･晩)､平安 集落跡

4- 14 繋沢遺跡 ﾂﾅｷﾞｻﾜｲｾｷ 花岡町字繋沢 縄文 散布地

長森遺跡4- 15 ﾅｶﾞﾓﾘｲｾｷ 花岡町字長森 平安､中世 散布地

4- 16 大吉沢遺跡 ｵｵﾖｼｻﾞﾜｲｾｷ 花岡町字大吉沢 縄文(後) 散布地

4- 17 豆岱遺跡 ﾏﾒﾀｲｲｾｷ 花岡町字根井下 縄文(前･晩) 散布地

4- 18 根井下遺跡 ﾈｲｼﾀｲｾｷ 花岡町字根井下 縄文(前) 散布地

4- 19 十三森遺跡 ｼﾞｭｳｻﾝﾓﾘｲｾｷ 花岡町字根井下 縄文(前･中･晩)､平安､中世 集落跡

4- 20 七ツ館遺跡 ﾅﾅﾂﾀﾞﾃｲｾｷ 花岡町字七ツ館 縄文(晩)､平安､中世 散布地､城館跡

4- 21 花岡城跡･神山遺跡 ﾊﾅｵｶｼﾞｮｳｱﾄ･ｶﾐﾔﾏｲｾｷ 花岡町字神山､字アセ石 平安､中世 集落跡､城館跡

4- 22 狼穴遺跡 ｵｵｶﾐｱﾅｲｾｷ 釈迦内字狼穴 縄文(前)､平安 散布地

釈迦内中台Ⅰ遺跡4- 23 ｼｬｶﾅｲﾅｶﾀﾞｲｲﾁｲｾｷ 釈迦内字中台 縄文(早･前･後)､弥生､平安､近世 集落跡

4- 24 釈迦内中台Ⅱ遺跡 ｼｬｶﾅｲﾅｶﾀﾞｲﾆｲｾｷ 釈迦内字中台 縄文､平安 散布地

釈迦内古館跡4- 25 ｼｬｶﾅｲﾌﾙﾀﾞﾃｱﾄ 釈迦内字釈迦内 中世 城館跡

4- 26 釈迦内館跡 ｼｬｶﾅｲﾀﾞﾃｱﾄ 釈迦内字館 中世 城館跡

4- 27 松峰遺跡 ﾏﾂﾐﾈｲｾｷ 松峰字仁王田 平安､中世 集落跡

大山板碑4- 28 ｵｵﾔﾏｲﾀﾋﾞ 松峰字土滝 中世 その他(板碑)

4- 29 高館跡 ﾀｶﾀﾞﾃｱﾄ 松木字高館平 中世 城館跡

松木高館平遺跡4- 30 ﾏﾂｷﾀｶﾀﾞﾃﾋﾗｲｾｷ 松木字高館平 旧石器 散布地

松木遺跡4- 31 ﾏﾂｷｲｾｷ 松木字家後 縄文(前) 散布地

鍛冶屋敷遺跡4- 32 ｶｼﾞﾔｼｷｲｾｷ 沼館字鍛冶屋敷 縄文(早･前･中･後)､平安､中世 集落跡

下堤沢遺跡4- 33 ｼﾓﾂﾂﾐｻﾞﾜｲｾｷ 沼館字下堤沢 平安 散布地

沼館跡4- 34 ﾇﾏﾀﾞﾃｱﾄ 沼館字細越 平安､中世 城館跡

4- 35 赤石沢Ⅰ遺跡 ｱｶｲｼｻﾞﾜｲﾁｲｾｷ 川口字上赤石沢 縄文 散布地

4- 36 赤石沢Ⅱ遺跡 ｱｶｲｼｻﾞﾜﾆｲｾｷ 沼館 縄文 散布地

4- 37 長瀞Ⅱ遺跡 ﾅｶﾞﾄﾛﾆｲｾｷ 沼館字長瀞､川口字下赤石沢 縄文 散布地

長瀞Ⅰ遺跡4- 38 ﾅｶﾞﾄﾛｲﾁｲｾｷ 沼館字長瀞 縄文(中･後･晩) 散布地

4- 39 押館跡 ｵｼﾀﾞﾃｱﾄ 川口字十三森 中世 城館跡

4- 40 下川沿遺跡 ｼﾓｶﾜｿﾞｲｲｾｷ 川口字隼人岱 不明 散布地

4- 41 鳴滝遺跡 ﾅﾙﾀｷｲｾｷ 川口字下鳴滝台 縄文(中･後･晩)､弥生 集落跡

川口館跡4- 42 ｶﾜｸﾞﾁﾀﾞﾃｱﾄ 川口字長里 中世 城館跡

4- 43 餅田屋敷添遺跡 ﾓﾁﾀﾔｼｷｿﾞｴｲｾｷ 餅田二丁目 縄文(前) 散布地

4- 44 片山館コ遺跡 ｶﾀﾔﾏﾀﾃｺｲｾｷ 片山町三丁目 続縄文､中世 集落跡､城館跡

土飛山館跡4- 45 ﾄﾞﾋﾞﾔﾏﾀﾃｱﾄ 豊町､幸町 縄文､平安､中世 集落跡､城館跡

大館城跡4- 46 ｵｵﾀﾞﾃｼﾞｮｳｱﾄ 字中城､字三ノ丸､字桂城､字長倉､字上町 中世 城館跡

4- 47 金坂遺跡 ｶﾈｻｶｲｾｷ 字金坂 平安､中世､近世 集落跡

4- 48 青嵐亭跡 ｾｲﾗﾝﾃｲｼ 東字山屋布下 近世 その他(庭園跡)

4- 49 芦田子上岱遺跡 ｱｼﾀﾞｺｳﾜﾀｲｲｾｷ 芦田子字上岱 縄文(前)､平安 散布地

4- 50 大茂内遺跡 ｵｵｼｹﾞﾅｲｲｾｷ 大茂内字諏訪台 縄文(前･中) 散布地

4- 51 諏訪台遺跡 ｽﾜﾀﾞｲｲｾｷ 大茂内字諏訪台 縄文(前･中･後･晩)､弥生､平安 集落跡

4- 52 小茂内沢遺跡 ｺｼｹﾞﾅｲｻﾞﾜｲｾｷ 大茂内字上瘤木台 縄文 散布地

4- 53 塚ノ下遺跡 ﾂｶﾉｼﾀｲｾｷ 大茂内字塚下 縄文(後)､平安 集落跡

4- 54 茂内遺跡 ｼｹﾞﾅｲｲｾｷ 茂内字膳棚下 縄文(前) 散布地

4- 55 鬼ヶ城跡 ｵﾆｶﾞｼﾞｮｳｱﾄ 茂内字鬼ヶ台 中世 城館跡

4- 56 玉林寺跡 ｷﾞｮｸﾘﾝｼﾞｼ 茂内字鬼ヶ台 縄文(中)､中世 集落跡､社寺跡

4- 57 小雪沢遺跡 ｺﾕｷｻﾜｲｾｷ 雪沢字小雪沢 縄文(晩) 散布地

4- 58 芋ヶ岱遺跡 ｲﾓｶﾞﾀｲｲｾｷ 雪沢字蕷ヶ岱 縄文(晩) 散布地

4- 59 水沢館跡 ﾐｽﾞｻﾜﾀﾞﾃｱﾄ 雪沢字水沢谷地 縄文､平安､中世 城館跡

4- 60 茂内屋敷遺跡 ｼｹﾞﾅｲﾔｼｷｲｾｷ 雪沢字茂内屋布 縄文(前･中) 散布地

4- 61 境塚 ｻｶｲﾂﾞｶ 雪沢字小鯰沢 近世 その他(境塚)

4- 62 稲荷中岱遺跡 ｲﾅﾘﾅｶﾀｲｲｾｷ 北神明町 平安､中世 散布地

4- 63 太平山遺跡 ﾀｲﾍｲｻﾞﾝｲｾｷ 中神明町 縄文(晩) 散布地

4- 64 小館花館跡 ｺﾀﾞﾃﾊﾅﾀﾞﾃｱﾄ 小館町 中世 城館跡

4- 65 扇田道下遺跡 ｵｳｷﾞﾀﾐﾁｼﾀｲｾｷ 字扇田道下 縄文(中･後)､平安 集落跡

4- 66 萩ノ台Ⅰ遺跡 ﾊｷﾞﾉﾀﾞｲｲﾁｲｾｷ 小館花字萩野台 縄文(中･後) 散布地

4- 67 萩ノ台Ⅱ遺跡 ﾊｷﾞﾉﾀﾞｲﾆｲｾｷ 小館花字萩野台 縄文(前･中･後) 集落跡

4- 68 池内遺跡 ｲｹﾅｲｲｾｷ 池内字上野 縄文(前･中･後)､弥生､平安 集落跡

4- 69 餌釣館跡 ｴﾂﾘﾀﾞﾃｱﾄ 餌釣字山王岱､柄沢字山王台 縄文(前･中･後･晩)､平安､中世､近世 集落跡､城館跡

4- 70 山館跡 ﾔﾏﾀﾞﾃｱﾄ 山館字館ノ上 平安･中世 城館跡

山館上ノ山遺跡4- 71 ﾔﾏﾀﾞﾃｶﾐﾉﾔﾏｲｾｷ 山館字上ノ山 縄文(早･前･中･後･晩)､弥生､平安 集落跡

竜毛岱遺跡4- 72 ﾘｭｳｶﾞﾀｲｲｾｷ 中山字竜毛岱 縄文(中･後)･平安 散布地

兎沢遺跡4- 73 ｳｻｷﾞｻﾞﾜｲｾｷ 中山字兎沢 縄文 散布地

寒沢遺跡4- 74 ｻﾑｻﾞﾜｲｾｷ 中山字寒沢 縄文(早･中･後) 集落跡

冷水山根遺跡4- 75 ﾋﾔﾐｽﾞﾔﾏﾈｲｾｷ 曲田字冷水山根 縄文(前･中･後･晩) 集落跡

4- 76 野沢岱Ⅰ遺跡 ﾉｻﾞﾜﾀｲｲﾁｲｾｷ 曲田字野沢岱 縄文(早･前) 散布地

4- 77 野沢岱Ⅱ遺跡 ﾉｻﾞﾜﾀｲﾆｲｾｷ 曲田字野沢岱 縄文(中) 散布地

4- 78 野沢岱Ⅲ遺跡 ﾉｻﾞﾜﾀｲｻﾝｲｾｷ 曲田字野沢岱 縄文(早･前･中･後) 集落跡

4- 79 野沢岱Ⅳ遺跡 ﾉｻﾞﾜﾀｲﾖﾝｲｾｷ 曲田字野沢岱 縄文､平安 散布地

4- 80 下聖遺跡 ｼﾓﾋｼﾞﾘｲｾｷ 曲田字下聖 縄文(前･中･後) 散布地

表２ 大館市遺跡一覧表（大館地域）

遺跡番号



大館市遺跡一覧

─ ��9�─

名称 ﾌﾘｶﾞﾅ 所在地 時代 種別

4- 81 萩峠遺跡 ﾊｷﾞﾉﾄｳｹﾞｲｾｷ 軽井沢字萩峠､沼ノ岱 縄文(後)､平安､中世 集落跡､城館跡

軽井沢新館跡4- 82 ｶﾙｲｻﾞﾜｼﾝﾀﾞﾃｱﾄ 猿間 平安､中世 散布地

4- 83 葛原館跡 ｸｿﾞﾜﾗﾀﾃｱﾄ 葛原字古館､字堀間､字狐森､字膳棚､谷地頭 平安､中世 城館跡

竹林遺跡4- 84 ﾀｹﾊﾞﾔｼｲｾｷ 葛原字竹林 縄文(前･中) 散布地

漆畑遺跡4- 85 ｳﾙｼﾊﾞﾀｲｾｷ 葛原字漆畑 縄文(前･中) 散布地

根小屋遺跡4- 86 ﾈｺﾞﾔｲｾｷ 葛原字根小屋 縄文 散布地

4- 87 柳堆遺跡 ﾔﾅｷﾞﾀｲｲｾｷ 葛原字柳堆 縄文(前･中) 散布地

4- 88 高梨子遺跡 ﾀｶﾅｼｲｾｷ 十二所字高梨子 縄文(前) 散布地

4- 89 別所館跡 ﾍﾞｯｼｮﾀﾞﾃｱﾄ 十二所字一ノ地 中世 城館跡

4- 90 十二所古館跡 ｼﾞｭｳﾆｼｮﾌﾙﾀﾞﾃｱﾄ 十二所字田町､字中藤原 中世 城館跡

十二所城跡4- 91 ｼﾞｭｳﾆｼｮｼﾞｮｳｱﾄ 十二所字元館 平安､中世､近世 城館跡

大滝古館跡4- 92 ｵｵﾀｷﾌﾙﾀﾞﾃｱﾄ 十二所字古館 平安､中世 集落跡､城館跡

4- 93 陳場岱遺跡 ｼﾞﾝﾊﾞﾀｲｲｾｷ 道目木字陣場岱 平安 散布地

4- 94 二井田館跡 ﾆｲﾀﾞﾀﾞﾃｱﾄ 二井田字館、字贄ノ里 中世､近世 城館跡

けら木森一里塚4- 95 ｹﾗｷﾓﾘｲﾁﾘﾂﾞｶ 二井田字ケラキ森 近世 その他(一里塚)

バッコ沢遺跡4- 96 ﾊﾞｯｺｻﾞﾜｲｾｷ 本宮字ハツコ沢 縄文(中･晩) 散布地

4- 97 本宮館跡 ﾓﾄﾐﾔﾀﾞﾃｱﾄ 本宮字熊ノ下 中世 城館跡

4- 98 本宮寺ノ沢遺跡 ﾓﾄﾐﾔﾃﾗﾉｻﾜｲｾｷ 本宮字寺ノ沢 平安 散布地

4- 99 本宮上ノ山遺跡 ﾓﾄﾐﾔｶﾐﾉﾔﾏｲｾｷ 本宮字上ノ山､字善知鳥坂 縄文､平安､中世､近世 散布地､城館跡

4- 100 本宮中台遺跡 ﾓﾄﾐﾔﾅｶﾀﾞｲｲｾｷ 本宮字下モ野、字上ノ山 縄文 散布地

下野遺跡4- 101 ｼﾓﾉｲｾｷ 本宮字下モ野 縄文(後･晩) 散布地

4- 102 前田館跡 ﾏｴﾀﾞﾀﾃｱﾄ 比内前田字前田山根、字桂清水下 平安､中世 城館跡

4- 103 杉沢館跡 ｽｷﾞｻﾜﾀﾞﾃｱﾄ 杉沢字姥沢出口、字屋布 中世 城館跡

4- 104 薬師岱遺跡 ﾔｸｼﾀｲｲｾｷ 杉沢字薬師岱、字中大杉沢 平安 散布地

4- 105 大子内館跡 ｵｵｼﾅｲﾀﾃｱﾄ 大子内字三ツ梨 中世 城館跡

林ノ上遺跡4- 106 ﾊﾔｼﾉｳｴｲｾｷ 大子内字林ノ上 縄文 散布地

4- 107 曲沢遺跡 ﾏｶﾞﾘｻﾜｲｾｷ 大披字開ノ沢、字森腰 縄文 散布地

大披館跡4- 108 ｵｵﾋﾞﾗｷﾀﾃｱﾄ 大披字大披 中世 城館跡

櫃崎館跡4- 109 ﾋﾂｻﾞｷﾀﾞﾃｱﾄ 櫃崎字館宅地 中世 城館跡

4- 110 高戸谷館跡 ﾀｶﾄﾞﾔﾀﾃｱﾄ 赤石字上坂上、櫃崎字高戸屋宅地 平安､中世 城館跡

赤石館跡4- 111 ｱｶｲｼﾀﾞﾃｱﾄ 赤石字屋敷、字堤沢岱 中世 城館跡

4- 112 板沢一里塚 ｲﾀｻﾞﾜｲﾁﾘｽﾂﾞｶ 板沢字狐台、字乙上野 近世 その他(一里塚)

板沢遺跡4- 113 ｲﾀｻﾞﾜｲｾｷ 板沢字甲上野 平安､中世 散布地

山根岱遺跡4- 114 ﾔﾏﾈﾀｲｲｾｷ 小袴字山根台 縄文 散布地

大平下遺跡4- 115 ｵｵﾋﾗｼﾀｲｾｷ 雪沢字大平下 縄文(前) 散布地

4- 116 石淵遺跡 ｲｼﾌﾞﾁｲｾｷ 雪沢字石渕 縄文(中) 散布地

4- 117 石淵上岱遺跡 ｲｼﾌﾞﾁｶﾐﾀｲｲｾｷ 雪沢字石渕上岱 縄文 散布地

4- 118 宮袋遺跡 ﾐﾔﾌｸﾛｲｾｷ 東字宮袋 縄文(晩) 散布地

4- 119 山崎遺跡 ﾔﾏｻﾞｷｲｾｷ 軽井沢字山崎 平安 散布地

沢口遺跡4- 120 ｻﾜｸﾞﾁｲｾｷ 曲田字沢口、字山田堤 縄文(後)､弥生 散布地

4- 121 鳶ヶ長根Ⅱ遺跡 ﾄﾋﾞｶﾞﾅｶﾞﾈﾆｲｾｷ 軽井沢字鳶ヶ長根、字五輪岱 縄文(晩) 集落跡

4- 122 鳶ヶ長根Ⅲ遺跡 ﾄﾋﾞｶﾞﾅｶﾞﾈｻﾝｲｾｷ 軽井沢字鳶ヶ長根、字五輪岱 縄文(早･晩) 集落跡

4- 123 鳶ヶ長根Ⅳ遺跡 ﾄﾋﾞｶﾞﾅｶﾞﾈﾖﾝｲｾｷ 軽井沢字鳶ヶ長根、字五輪岱 縄文(早･前･後･晩)､弥生 集落跡

4- 124 岩神遺跡 ｲﾜｶﾞﾐｲｾｷ 字東台、東字岩神、字岩ノ下 縄文(晩) 散布地

4- 125 芋堀沢遺跡 ｲﾓﾎﾘｻﾞﾜｲｾｷ 餅田二丁目 縄文(前･中) その他の墓､散布地

根下戸道下遺跡4- 126 ﾈｹﾞﾄﾐﾁｼﾀｲｾｷ 根下戸新町 縄文(早･前･後･晩)､平安 集落跡､その他(狩猟場跡)

長走風穴高山植物群落4- 127 ﾅｶﾞﾊﾞｼﾘﾌｳｹﾂｺｳｻﾞﾝｼｮｸﾌﾞ
ﾂｸﾞﾝﾗｸ

長走字長走 その他(天然記念物)

4- 128 ザリガニ生息地 ｻﾞﾘｶﾞﾆｾｲｿｸﾁ 字桜町南､字池内道下 その他(天然記念物)

4- 129 芝谷地湿原植物群落 ｼﾊﾞﾔﾁｼﾂｹﾞﾝｼｮｸﾌﾞﾂｸﾞﾝﾗｸ 釈迦内字ヲコハ その他(天然記念物)

4- 130 道目木遺跡 ﾄﾞｳﾒｷｲｾｷ 道目木字中谷地 縄文､平安 その他(埋没家屋)

4- 131 根下戸Ⅰ遺跡 ﾈｹﾞﾄｲﾁｲｾｷ 根下戸新町 縄文(前)･中世 集落跡

4- 132 根下戸Ⅱ遺跡 ﾈｹﾞﾄﾆｲｾｷ 根下戸新町 縄文(前)､近世 その他(狩猟場跡)

4- 133 根下戸Ⅲ遺跡 ﾈｹﾞﾄﾞｻﾝｲｾｷ 根下戸新町 縄文(前)､平安､近世 集落跡､生産遺跡

4- 134 二ツ森Ⅱ遺跡 ﾌﾀﾂﾓﾘﾆｲｾｷ 釈迦内字二ツ森 縄文(前)､弥生 散布地

4- 135 狼穴Ⅱ遺跡 ｵｵｶﾐｱﾅﾆｲｾｷ 釈迦内字狼穴 縄文(前)･平安 集落跡

4- 136 狼穴Ⅲ遺跡 ｵｵｶﾐｱﾅｻﾝｲｾｷ 釈迦内字狼穴 縄文(早･前･中･後)､弥生､平安､近世 集落跡

4- 137 狼穴Ⅳ遺跡 ｵｵｶﾐｱﾅﾖﾝｲｾｷ 釈迦内字狼穴 縄文､弥生､平安 集落跡

4- 138 二ツ森遺跡 ﾌﾀﾂﾓﾘｲｾｷ 釈迦内字二ツ森 縄文･平安 散布地

4- 139 福館Ⅱ遺跡 ﾌｸﾀﾞﾃﾆｲｾｷ 釈迦内字福館 平安 散布地

4- 140 扇田道上遺跡 ｵｳｷﾞﾀﾐﾁｳｴｲｾｷ 東台三丁目 縄文(後)､平安 散布地

4- 141 小館町遺跡 ｺﾀﾃﾁｮｳｲｾｷ 小館町 縄文(前) 散布地

4- 142 蛇沢口遺跡 ﾍﾋﾞｻﾜｸﾞﾁｲｾｷ 茂内字蛇沢口、字膳棚下 縄文､平安 散布地

4- 143 諏訪台Ｄ遺跡 ｽﾜﾀﾞｲﾃﾞｨｰｲｾｷ 大茂内字諏訪台 縄文(早･前･中･後)､弥生 散布地

4- 144 餌釣遺跡 ｴﾂﾘｲｾｷ 餌釣字館 縄文(中)､平安､中世 城館跡､集落跡

4- 145 上野遺跡 ｳﾜﾉｲｾｷ 池内字上野 縄文(中)､平安 集落跡

4- 146 上聖遺跡 ｶﾐﾋｼﾞﾘｲｾｷ 曲田字上聖 縄文 集落跡

4- 147 家ノ後遺跡 ｲｴﾉｳｼﾛｲｾｷ 曲田字家ノ後 縄文(後･晩) 集落跡､その他の墓

4- 148 寒沢Ⅱ遺跡 ｻﾑｻﾞﾜﾆｲｾｷ 中山字寒沢 縄文(前･中･後) 集落跡

4- 149 中山遺跡 ﾅｶﾔﾏｲｾｷ 中山字中山 縄文(前･中･後)､弥生､平安 集落跡

陳場岱Ⅱ遺跡4- 150 ｼﾞﾝﾊﾞﾀｲﾆｲｾｷ 道目木字陣場岱 縄文(後)､平安 集落跡

4- 151 谷地中遺跡 ﾔﾁﾅｶｲｾｷ 商人留字谷地中 縄文(早･前･後･晩) 集落跡､その他の墓

4- 152 田ノ沢山遺跡 ﾀﾉｻﾜﾔﾏｲｾｷ 商人留字田ノ沢 縄文(前･中･晩)､中世 集落跡

4- 153 野崎遺跡 ﾉｻﾞｷｲｾｷ 商人留字野崎 縄文(早･前･中･後)､平安､中世 集落跡

4- 154 田ノ沢遺跡 ﾀﾉｻﾜｲｾｷ 商人留字田ノ沢 縄文(前) 散布地

4- 155 男神遺跡 ｵｶﾞﾐｲｾｷ 粕田字男神 縄文(前･中･後)､弥生 集落跡

坂下Ⅰ遺跡4- 156 ｻｶｼﾀｲﾁｲｾｷ 商人留字坂下 不明 集落跡

4- 157 坂下Ⅱ遺跡 ｻｶｼﾀﾆｲｾｷ 商人留字坂下 縄文(早･前･後)､平安 散布地

4- 158 栗木山遺跡 ｸﾘｷﾔﾏｲｾｷ 川口字栗木山 縄文(前･中･後)､平安 散布地

4- 159 繋沢Ⅱ遺跡 ﾂﾅｷﾞｻﾜﾆｲｾｷ 花岡町字繋沢 縄文(晩) 散布地

4- 160 和台Ⅰ遺跡 ﾜﾀﾞｲｲﾁｲｾｷ 道目木 縄文､平安 散布地

遺跡番号
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名称 ﾌﾘｶﾞﾅ 所在地 時代 種別

4- 161 和台Ⅱ遺跡 ﾜﾀﾞｲﾆｲｾｷ 道目木 縄文(中) 散布地

4- 162 茂内屋敷Ⅱ遺跡 ｼｹﾞﾅｲﾔｼｷﾆｲｾｷ 雪沢字茂内屋布 縄文(前) 散布地

4- 163 茂木屋敷跡 ﾓﾃｷﾞﾔｼｷｱﾄ 十二所字元館､字中町 近世 屋敷跡

4- 164 下野Ⅱ遺跡 ｼﾓﾉﾆｲｾｷ 本宮字下モ野 縄文(早･前･中･後･晩)､平安､中世 集落跡

4- 165 堂ノ沢遺跡 ﾄﾞｳﾉｻﾜｲｾｷ 大子内字堂ノ沢 縄文(早･前･中･後･晩)､弥生 集落跡

4- 166 川口十三森遺跡 ｶﾜｸﾞﾁｼﾞｭｳｻﾝﾓﾘｲｾｷ 川口字十三森 縄文(早･前･後･晩)､続縄文､奈良 集落跡

松峰山信仰遺跡群4- 167 ﾏﾂﾐﾈｻﾝｼﾝｺｳｲｾｷｸﾞﾝ 松峰字大山、外 平安､近世 社寺跡

4- 168 沢口Ⅱ遺跡 ｻﾜｸﾞﾁﾆｲｾｷ 曲田字沢口 縄文 散布地

4- 169 陣場遺跡 ｼﾞﾝﾊﾞｲｾｷ 長走字陣場 縄文(中･後) 散布地

名称 ﾌﾘｶﾞﾅ 所在地 時代 種別

12-  1 弟沢遺跡 ｵｼﾞｻﾜｲｾｷ 比内町大葛字弟ヶ沢 縄文(前･中) 散布地

12-  2 休間口遺跡 ﾔｽﾏｸﾞﾁｲｾｷ 比内町大葛字休間内沢 縄文 散布地

12-  3 雪沢口遺跡 ﾕｷｻﾜｸﾞﾁｲｾｷ 比内町大葛字雪沢 縄文(後) 散布地

12-  4 千年岱遺跡 ｾﾝﾈﾝﾀｲｲｾｷ 比内町大葛字千年岱 縄文(前･中) 散布地

12- 楽森遺跡 5 ｶﾞｸﾓﾘｲｾｷ 比内町独鈷字日詰坂下 縄文(後) 散布地

12- 独鈷遺跡 6 ﾄｯｺｲｾｷ 比内町独鈷字大日堂前 縄文(中) 散布地

12- 大日堂前遺跡 7 ﾀﾞｲﾆﾁﾄﾞｳﾏｴｲｾｷ 比内町独鈷字大日堂前 縄文(中･後･晩)､平安 集落跡

12-  8 十狐城跡 ﾄｯｺｼﾞｮｳｱﾄ 比内町独鈷字館間 平安､中世 城館跡

12-  9 珠数掛遺跡 ｼﾞｭｽﾞｶﾞｹｲｾｷ 比内町独鈷字数珠掛 縄文(中･晩)､平安 散布地

味噌内遺跡12- 10 ﾐｿﾅｲｲｾｷ 比内町味噌内字下台 縄文(後) 散布地

宿内中岱遺跡12- 11 ｼｭｸﾅｲﾅｶﾀｲｲｾｷ 比内町味噌内字宿内中岱 縄文(前･後) 散布地

12- 12 袖ノ沢遺跡 ｿﾃﾞﾉｻﾜｲｾｷ 比内町味噌内字宿内袖ノ沢 平安 集落跡

横沢遺跡12- 13 ﾖｺｻﾜｲｾｷ 比内町扇田字横沢 縄文(早･中)､平安 集落跡

大岱遺跡12- 14 ｵｵﾀｲｲｾｷ 比内町扇田字南大岱 縄文(前)､平安 散布地

12- 15 横沢Ⅱ遺跡 ﾖｺｻﾜﾆｲｾｷ 比内町扇田字横沢 縄文(前)､平安 散布地

12- 16 真館跡 ｼﾝﾀﾞﾃｱﾄ 比内町新館字真館 平安､中世 城館跡

12- 17 長岡城跡 ﾅｶﾞｵｶｼﾞｮｳｱﾄ 比内町扇田字長岡 弥生､平安､中世 城館跡

市川遺跡12- 18 ｲﾁｶﾜｲｾｷ 比内町扇田字本道端 平安 散布地

12- 19 本道端遺跡 ﾎﾝﾄﾞｳﾊﾞﾀｲｾｷ 比内町扇田字本道端 縄文(早･前･中･晩) 集落跡

中野八幡台館跡12- 20 ﾅｶﾉﾊﾁﾏﾝﾀﾞｲﾀﾃｱﾄ 比内町中野字八幡台 平安 城館跡

中野城跡12- 21 ﾅｶﾉｼﾞｮｳｱﾄ 比内町中野字八幡館 平安､中世 城館跡

長内沢遺跡12- 22 ｵｻﾅｲｻﾞﾜｲｾｷ 比内町中野字下長内沢 縄文(前) 散布地

12- 23 小堤遺跡 ｺﾂﾞﾂﾐｲｾｷ 比内町笹館字小堤 縄文 散布地

谷地中館跡12- 24 ﾔﾁﾅｶﾀﾃｱﾄ 比内町谷地中字中坪 縄文(前･後･晩)､平安､中世 城館跡

12- 25 細越遺跡 ﾎｿｺﾞｴｲｾｷ 比内町笹館字細越 平安 集落跡

12- 26 笹館城跡 ｻｻﾀﾞﾃｼﾞｮｳｱﾄ 比内町笹館字笹館､字前田野、字水無､字小森
山､達子字曲谷地

縄文､平安､中世 城館跡

12- 27 片貝遺跡 ｶﾀｶｲｲｾｷ 比内町片貝字伊勢堂北 縄文(晩)､平安 散布地､集落跡

二ツ森遺跡12- 28 ﾌﾀﾂﾓﾘｲｾｷ 比内町片貝字二ツ森 縄文(晩) 散布地

12- 29 寺崎Ⅰ遺跡 ﾃﾗｻﾞｷｲﾁｲｾｷ 比内町八木橋字寺崎 縄文(晩) 散布地

12- 30 寺崎Ⅱ遺跡 ﾃﾗｻﾞｷﾆｲｾｷ 比内町八木橋字竹原 縄文(晩) 散布地

12- 31 五輪台Ⅰ遺跡 ｺﾞﾘﾝﾀﾞｲｲﾁｲｾｷ 比内町八木橋字平馬 縄文(晩) 散布地

12- 32 五輪台Ⅱ遺跡 ｺﾞﾘﾝﾀﾞｲﾆｲｾｷ 比内町八木橋字五輪台 縄文(晩) 散布地

12- 33 八木橋城跡 ﾔｷﾞﾊｼｼﾞｮｳｱﾄ 比内町八木橋字八木橋 平安､中世 城館跡

12- 34 一通遺跡 ｲｯﾄｵﾘｲｾｷ 比内町八木橋字一通 縄文(晩) 散布地

12- 35 畑沢遺跡 ﾊﾀｹｻﾜｲｾｷ 比内町八木橋字畠沢岱 縄文(晩) 散布地

12- 36 水無遺跡 ﾐｽﾞﾅｼｲｾｷ 比内町笹館字水無 縄文 散布地

12- 37 二ツ森Ⅱ遺跡 ﾌﾀﾂﾓﾘﾆｲｾｷ 比内町片貝字二ツ森 縄文 集落跡

12- 38 前田野遺跡 ﾏｴﾀﾞﾉｲｾｷ 比内町笹館字前田野 縄文 散布地

12- 39 野中台館跡 ﾉﾅｶﾀﾞｲﾀﾃｱﾄ 比内町大葛字小栩沢 中世 城館跡

12- 40 いち館遺跡 ｲﾁﾀﾞﾃｱﾄ 比内町大葛字家後山根 中世 城館跡

12- 41 六郎館跡 ﾛｸﾛｳﾀﾞﾃｱﾄ 比内町大葛 中世 城館跡

12- 42 わかさ館跡 ﾜｶｻﾀﾞﾃｱﾄ 比内町大葛字森合下家下 中世 城館跡

12- 43 森合館跡 ﾓﾘｱｲﾀﾞﾃｱﾄ 比内町大葛字森合下家下､字上森合､字森合 平安､中世 城館跡

12- 44 長部館跡 ｵｻﾍﾞﾀﾞﾃｱﾄ 比内町大葛字中山堀通 中世 城館跡

館の沢館跡12- 45 ﾀﾃﾉｻﾜﾀﾞﾃｱﾄ 比内町大葛字長部 中世 城館跡

12- 46 中野上真山遺跡 ﾅｶﾉｶﾐｼﾝｻﾞﾝｲｾｷ 比内町中野字上真山､字上五日市 平安 散布地

休間内沢口遺跡12- 47 ﾔｽﾏﾅｲｻﾜｸﾞﾁｲｾｷ 比内町大葛字休間内沢口 縄文(後) 散布地

12- 48 只越下遺跡 ﾀﾀﾞｺﾞｴｼﾀｲｾｷ 比内町味噌内字只越下 平安 集落跡

味噌内館下遺跡12- 49 ﾐｿﾅｲﾀﾃﾉｼﾀｲｾｷ 比内町味噌内字館ノ下 平安､近世 集落跡

12- 50 鎌谷地沢遺跡 ｶﾏﾔﾁｻﾞﾜｲｾｷ 比内町八木橋字鎌谷地沢 縄文(後) その他(狩猟場)

12- 51 畑沢Ⅱ遺跡 ﾊﾀｹｻﾜﾆｲｾｷ 比内町八木橋字畠沢岱 平安 散布地

12- 52 真館Ⅱ遺跡 ｼﾝﾀﾞﾃﾆｲｾｷ 比内町新館字真館 縄文(後)､平安 集落跡

真館Ⅲ遺跡13- 53 ｼﾝﾀﾞﾃｻﾝｲｾｷ 比内町新館字真館 平安 散布地

遺跡番号

遺跡番号

表３  大館市遺跡一覧表（比内地域）



大館市遺跡一覧
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名称 ﾌﾘｶﾞﾅ 所在地 時代 種別

15-  1 二子山Ⅰ遺跡 ﾌﾀｺﾞﾔﾏｲﾁｲｾｷ 早口字森下 縄文 散布地

15- 二子山Ⅱ遺跡 2 ﾌﾀｺﾞﾔﾏﾆｲｾｷ 早口字程平 縄文 散布地

15-  3 赤川遺跡 ｱｶｶﾞﾜｲｾｷ 岩瀬字赤川 縄文(前) 散布地

15-  4 茂屋下岱遺跡 ﾓﾔｼﾓﾀｲｲｾｷ 山田字茂屋下羽立 縄文(前) 散布地

15-  5 中仕田遺跡 ﾅｶｼﾀﾞｲｾｷ 早口字金堀沢 縄文 散布地

15-  6 上茂屋遺跡 ｶﾐﾓﾔｲｾｷ 山田字茂屋相善岱、字茂屋上悪戸 縄文 散布地

15-  7 田茂の木遺跡 ﾀﾓﾉｷｲｾｷ 岩瀬字越山向岱 縄文(前･中･後) 散布地

15-  8 柏木遺跡 ｶｼﾜｷﾞｲｾｷ 山田字柏木、字下柏木岱 縄文(中･後)､弥生 集落跡､その他の墓

15-  9 茂屋東遺跡 ﾓﾔﾋｶﾞｼｲｾｷ 山田字茂屋上羽立 縄文(前) 散布地

15- 10 岩瀬鉄橋畔遺跡 ｲﾜｾﾃｯｷｮｳﾊﾞﾀｲｾｷ 岩瀬字五味 縄文(晩) 集落跡

15- 11 下館跡 ｼﾓﾀﾞﾃｱﾄ 山田字下館務沢 中世 城館跡

矢石館遺跡15- 12 ﾔｲｼﾀﾞﾃｲｾｷ 早口字矢石館 縄文(晩)､平安 その他の墓

大岱遺跡15- 13 ｵｵﾀｲｲｾｷ 早口字大岱、字稲荷後岱 縄文(中･後) その他の墓

長坂円学遺跡15- 14 ﾅｶﾞｻｶｴﾝｶﾞｸｲｾｷ 長坂字円学 縄文 散布地

15- 15 長坂塚の岱遺跡 ﾅｶﾞｻｶﾂｶﾉﾀｲｲｾｷ 長坂字塚の岱 縄文 散布地

15- 16 大岱地森岱遺跡 ｵｵﾀｲﾁﾓﾘﾀｲｲｾｷ 早口字大岱、字地森岱 縄文(中)､平安 散布地

15- 17 越山薬師堂下遺跡 ｺｼﾔﾏﾔｸｼﾄﾞｳｼﾀｲｾｷ 岩瀬字山神堂下 縄文(中) 散布地

15- 18 越山館跡 ｺｼﾔﾏﾀﾃｱﾄ 岩瀬字山神堂下 中世 城館跡

野突館跡15- 19 ﾉﾂﾞｷﾀﾞﾃｱﾄ 山田字野月 平安､中世 城館跡

山田館跡15- 20 ﾔﾏﾀﾞﾀﾞﾃｱﾄ 山田字山田、字向館 中世 城館跡

向家下館遺跡15- 21 ﾑｶｲｲｴｼﾀﾀﾞﾃｲｾｷ 山田字向家下 縄文､中世 散布地､城館跡

15- 22 一本柳館跡 ｲｯﾎﾟﾝﾔﾅｷﾞﾀﾞﾃｱﾄ 山田字一本柳 中世 城館跡

中谷地遺跡15- 23 ﾅｶﾔﾁｲｾｷ 早口字中谷地 縄文(中･後) 散布地

15- 24 大野岱遺跡 ｵｵﾉﾀｲｲｾｷ 早口字大野岱 縄文(中) 散布地

大野遺跡15- 25 ｵｵﾉｲｾｷ 早口字大野 縄文(中)､平安 散布地

15- 26 貝倉岱遺跡 ｶｲｸﾗﾀｲｲｾｷ 早口字貝倉岱 縄文､平安 散布地

大岱中岱遺跡15- 27 ｵｵﾀｲﾅｶﾀｲｲｾｷ 早口字大岱中岱 縄文 散布地

地森岱Ⅱ遺跡15- 28 ﾁﾓﾘﾀｲﾆｲｾｷ 早口字地森岱 縄文(中) 散布地

滝ノ下遺跡15- 29 ﾀｷﾉｼﾀｲｾｷ 早口字滝の下 縄文､平安 散布地

巻淵岱遺跡15- 30 ﾏｷﾌﾞﾁﾀｲｲｾｷ 早口字巻渕岱 平安 散布地

15- 31 桜岱遺跡 ｻｸﾗﾀｲｲｾｷ 早口字桜岱 縄文(後) 散布地

15- 32 岩野目前田遺跡 ｲﾜﾉﾒﾏｴﾀﾞｲｾｷ 早口字前田 縄文､平安 散布地

一本木Ⅰ遺跡15- 33 ｲｯﾎﾟﾝｷﾞｲﾁｲｾｷ 早口字一本木岱 縄文(中)､平安 散布地

15- 34 一本木Ⅱ遺跡 ｲｯﾎﾟﾝｷﾞﾆｲｾｷ 早口字仮戸沢 縄文(中)､平安 散布地

金堀沢遺跡15- 35 ｶﾈﾎﾘｻﾞﾜｲｾｷ 早口字金堀沢 縄文､平安 散布地

15- 36 丸谷地遺跡 ﾏﾙﾔﾁｲｾｷ 早口字丸谷地 縄文 散布地

15- 37 中仕田Ⅰ遺跡 ﾅｶｼﾀﾞｲﾁｲｾｷ 早口字中仕田、字金堀沢 平安 散布地

15- 38 中仕田Ⅱ遺跡 ﾅｶｼﾀﾞﾆｲｾｷ 早口字中仕田 縄文(中)､平安 散布地

中仕田Ⅲ遺跡15- 39 ﾅｶｼﾀﾞｻﾝｲｾｷ 早口字中仕田 縄文(前) 散布地

15- 40 新屋布遺跡 ｼﾝﾔｼｷｲｾｷ 早口字新屋敷 縄文(晩) 散布地

15- 41 後田遺跡 ｳｼﾛﾀｲｾｷ 早口字後田 縄文 散布地

15- 42 羽立岱遺跡 ﾊﾀﾞﾁﾀｲｲｾｷ 早口字羽立岱 縄文 散布地

15- 43 本郷Ⅰ遺跡 ﾎﾝｺﾞｳｲﾁｲｾｷ 早口字羽立岱 縄文 散布地

15- 44 本郷Ⅱ遺跡 ﾎﾝｺﾞｳﾆｲｾｷ 早口字羽立岱 縄文､平安 散布地

15- 45 本郷Ⅲ遺跡 ﾎﾝｺﾞｳｻﾝｲｾｷ 早口字中苗代 縄文 散布地

15- 46 本郷Ⅳ遺跡 ﾎﾝｺﾞｳﾖﾝｲｾｷ 早口字上屋敷 縄文 散布地

15- 47 大石沢遺跡 ｵｵｲｼｻﾞﾜｲｾｷ 早口字大石沢 縄文 散布地

15- 48 高山遺跡 ﾀｶﾔﾏｲｾｷ 早口字高山 縄文(後)､平安 散布地

15- 49 上長谷地遺跡 ｶﾐﾅｶﾞﾔﾁｲｾｷ 早口字上長谷地 縄文 散布地

15- 50 丸山Ⅰ遺跡 ﾏﾙﾔﾏｲﾁｲｾｷ 早口字丸山下 縄文(中･後) 散布地

15- 51 丸山Ⅱ遺跡 ﾏﾙﾔﾏﾆｲｾｷ 早口字上野岱 縄文 散布地

15- 52 宮下遺跡 ﾐﾔｼﾀｲｾｷ 早口字宮下 縄文(後) 散布地

15- 53 平滝Ａ遺跡 ﾋﾗﾀｷｴｰｲｾｷ 早口字平滝 縄文 散布地

15- 54 平滝Ｂ遺跡 ﾋﾗﾀｷﾋﾞｰｲｾｷ 早口字平滝 縄文 散布地

15- 55 平滝Ｃ遺跡 ﾋﾗﾀｷｼｰｲｾｷ 早口字平滝 縄文 散布地

15- 56 平滝Ｄ遺跡 ﾋﾗﾀｷﾃﾞｨｰｲｾｷ 早口字平滝 縄文 散布地

15- 57 平滝Ｅ遺跡 ﾋﾗﾀｷｲｰｲｾｷ 早口字平滝 縄文 散布地

15- 58 内越山沢遺跡 ｳﾁｺｼﾔﾏｻﾞﾜｲｾｷ 岩瀬字内越山沢 縄文(晩) 散布地

15- 59 蛭沢Ａ遺跡 ﾋﾙｻﾜｴｰｲｾｷ 岩瀬字中蛭沢 縄文 散布地

蛭沢Ｂ遺跡15- 60 ﾋﾙｻﾜﾋﾞｰｲｾｷ 岩瀬字下杉渡 縄文 散布地

15- 61 蛭沢Ｃ遺跡 ﾋﾙｻﾜｼｰｲｾｷ 岩瀬字下杉渡 縄文 散布地

15- 62 中茂屋遺跡 ﾅｶﾓﾔｲｾｷ 山田字茂屋屋布後 縄文(前･中･後) 集落跡

15- 63 みのり台遺跡 ﾐﾉﾘﾀﾞｲｲｾｷ 長坂字宝田岱 縄文(晩)､続縄文 散布地

15- 64 長坂遺跡 ﾅｶﾞｻｶｲｾｷ 長坂字屋敷 縄文(中) 散布地

上赤萩沢遺跡15- 65 ｶﾐｱｶﾊｷﾞｻﾞﾜ 山田字上赤萩沢 縄文(後) 散布地

15- 66 菅谷地遺跡 ｽｶﾞﾔﾁｲｾｷ 早口字菅谷地 縄文(前･後) 集落跡

大川目元渡遺跡15- 67 ｵｵｶﾜﾒﾓﾄﾜﾀﾘｲｾｷ 岩瀬字大川目元渡 縄文(前･後) 集落跡

表４ 大館市遺跡一覧表（田代地域）
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要　約
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集落跡、散布地
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平安・中世

特記事項

製鉄炉跡
を検出。
範囲変更
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製鉄炉跡

柱穴様ピット、焼土

主な遺物

縄文土器、石器、
製鉄関連遺物、銭
貨

土師器

　平成 25 年度は、５つの開発事業予定地内の詳細分布調査を実施した。その結果、芦田子上岱遺跡に
ついては、本調査が必要、花岡城跡・神山遺跡については、工事立会が必要と判断し、開発事業との
調整を図った。
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